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調和主義とサナータナ・ダルマ

橋渡し論文 — 哲学的地図作成。調和主義の基礎哲学の一部。参照: 魂の五つの地図、調和実在論、主義の景観、ダルマ宣言と調和主義、グルとガイド。




最も深い根

調和主義の形成に最も深く影響した伝統は、サナータナ・ダルマ（永遠の自然な道）以外にない。その関係は、思想家が賞賛する本に影響されるというような、影響関係ではない。それは構造的である。インド的地図作成は意識の垂直的建築——七つのチャクラ、三つのチャネル、物質から精神への上昇運動——を提供し、調和主義はこれを魂の解剖学の主要な地図として受け入れる。調和主義が活動する形而上学的枠組み——限定不二論、創造者と創造物の不可分性、一者の中での多の現実——は、ヴェーダンタ的伝統の中で初めて哲学的精密さをもって表明された。調和主義の倫理の中心にある言葉そのもの——ダルマ——はサンスクリット語である。創始者を最も直接的に形作った実践系統——クリヤ・ヨーガ、マハバター・ババジからラヒリ・マハサヤを経由してスリ・ユクテシュワルからパラマハンサ・ヨガナンダへ——は、サナータナ・ダルマ内のグル・シシャ系統である。

調和主義がサナータナ・ダルマから引き出すと言うことは、過小評価である。ある意味では、調和主義はそれなしには存在しえない。インド的伝統は五つの地図の中で、魂の解剖学の最も精密で詳細な地図を提供し、絶対者と顕現世界の関係に対する最も洗練された形而上学的語彙を提供し、地球上の最も深い連続的実践系統の一つを提供する。

そして、調和主義はサナータナ・ダルマではない。その中の一つの学派ではなく、その教えの現代的な再包装ではなく、西洋版でもない。収束は非常に深いため、乖離は慎重に表現される必要がある——乖離は表面での付随的な修正ではなく、基礎での構造的決定だからであり、それぞれが全体の体系を通じて階段状に波及する結果を持つからである。



根拠が共有されている場所


宇宙的秩序

両体系は、現実における内在する秩序原理——人間によって課せられるのではなく、人間によって発見される構造——を認識している。サナータナ・ダルマはこの原理をリタと名付ける——宇宙的リズム、調和、存在の織地に織り込まれたパターン。調和主義はこれをロゴスと名付ける——宇宙の内在する調和的知性。ギリシャ語の用語はヘラクレイトスとストア派から借りている。これらは異なる名前の異なるものではない。これらは同じ現実の独立した発見であり、サンスクリット語は宇宙的リズムと季節的調和を強調し、ギリシャ語は可知性と理性的構造を強調している。調和主義の用語集は関係を正確に定義している：リタはロゴスのヴェーダ的同族表現であり、ロゴスは調和主義の主要な用語である。

倫理的な結果は両体系で同一である：人間の人生には方向性があり、その方向で生きることは繁栄をもたらし、それに逆らって生きることは苦しみをもたらす。サナータナ・ダルマはこれをダルマとして符号化する——個別の行動を宇宙的秩序に合わせる。調和主義はこの用語を直接採用し、その完全な重みを保持する：ダルマは文化的なアーティファクトではなく、現実の構造そのもの、すべての時代において機能し、すべての民族にアクセス可能である。これは最も結果をもたらす継承である。ダルマという言葉は調和主義の語彙における借りた装飾ではない——それは負荷がかかっている。調和の輪の倫理的中心、調和の建築の文明的中心、そしてあらゆる規模におけるロゴスへの人間の応答を名付ける。



絶対者

両体系は、超越的かつ内在的である最終的現実を記述する——世界を越えており、その中にある、無形でありながら全ての形の根拠である。サナータナ・ダルマはこれをブラフマンと呼ぶ。調和主義はこれを絶対者と呼び、公式0+1=∞を通じてその構造を表現する：虚無（超越性、無、非条件的源）と宇宙（内在性、顕現、神の創造的表現）が不可分の統一を保ちながら、無限を生み出す——量としてではなく、その尽きない共起の象徴として。

収束は深い。ウパニシャッド的なネティ・ネティ（「これではない、これではない」）——絶対者からあらゆる述語を取り除く否定的な方法、名付けられないものだけが残るまで——は、調和主義が虚無と呼ぶものに対応する：前存在論的根拠、顕現に先立つ孕みの沈黙。ウパニシャッド的なサルヴァム・カルヴィダム・ブラフマ（「すべてこれはまさにブラフマンである」）——あらゆるものが絶対者のモードであるという肯定的確言——は、調和主義が宇宙と呼ぶものに対応する：神の表現、エネルギーフィールド、顕現の生きた知性。両伝統はこれら二つの運動を一緒に保つ。純粋な否定法も純粋な肯定法も全体を捉えない。絶対者は否定と肯定、空虚と充実、0と1の統一である。



限定不二論

サナータナ・ダルマ内の六つのダルシャナ（哲学体系）のうち、調和主義の形而上学的位置はヴィシシュターティヴァイタ——ラーマーヌジャの限定不二論に最も近い。シャンカラのアドヴァイタに対して、それはブラフマンのみが現実であり、顕現世界は見かけ（マーヤー）であると主張しており、ラーマーヌジャは、世界と個別的魂は本当に現実であると論じた——透き通すべき幻想ではなく、その人を住まわせる身体が人の現実的属性であるように、ブラフマンの現実的属性。創造者と創造物は存在論的に異なるが、形而上学的に分離されていない：それらは常に共起する。

調和主義はこの位置を構造的レベルで受け継ぐ。調和実在論は、多は幻想ではない——それは一者の自己表現である。波は波として実在し、大洋として実在する；どちらも相互を打ち消さない。主義の景観はこれを正確に位置付ける：調和主義は一元論（絶対者は一）であるが、縮小ではなく統合を通じてその統一を達成する一元論であり、ロゴスの単一の首尾一貫した秩序の中で現実のあらゆる次元を本当に現実的として保有する。Harmonism.md基礎論文は明示的にこのアナロジーを名付ける：「この関係は、あらゆる成熟した伝統で見られるパターンを反映している——サナータナ・ダルマは全体であり、ヴィシシュターティヴァイタはその学派の一つの形而上学的根拠である。調和主義は全体であり、調和実在論はその形而上学的根拠である。」

整列は本物である——そして乖離は精密性を必要とする。調和主義の限定不二論はヴァイシュナヴァ神学ではなく、調和実在論の多次元存在論に基礎付けられている。ラーマーヌジャの枠組みは個人的な神（ヴィシュヌ）を絶対者の座として保持する；調和主義の絶対者は個人的な神ではなく、虚無と宇宙の構造的統一である。形而上学的建築は収束する；神学的内容は乖離する。



多次元的人間

両体系は、人間を多次元的な存在として記述する——身体に乗った心ではなく、相互浸透する層の構造化された構造で、それぞれが現実的であり、それぞれがその独自の関与のモードを必要とする。サナータナ・ダルマはこれをパンチャコーシャ（五つの鞘）——食物的身体、生命エネルギー身体、心身体、智慧身体、至福身体——を通じて、およびシャリーラ・トラヤ（三つの身体）——粗い、微細、原因的——を通じて表現する。調和主義はこれを宇宙的構造を反映する二項性を通じて表現する：身体と五つの地図が独立して映した意識の多様なモード——生存から感情、意志、愛、表現、認識、および宇宙的気づきまで——のチャクラ体系（魂とその）である物質エネルギー身体と、調和実在論が物質基質に還元不可能と確立する。

インド的地図作成は、この解剖学の内部建築のための最も詳細な地図を提供する。中央チャネル（スシュムナー）に沿った七つのチャクラ、それぞれがその元素、種子マントラ、象徴的形、心理的機能、および発展的意義を有する。進行する中心を通じて頂上での統合に向かうクンダリーニの上昇運動。三つの主要なチャネル——イダー、ピンガラー、スシュムナー——および受動的と能動的意識のモードの交代を支配するそれら。この地図の精密さは地図の間で比類がない。調和主義自身のチャクラ体系への理解——魂の器官、異なる視点から絶対者が知覚される目——はこの基礎の上に構築される。



直接的経験の優先性

両体系は、瞑想実践を——信念ではなく、哲学的論拠ではなく、制度的権威ではなく——精神的知識の究極的根拠として扱う。サナータナ・ダルマの用語ダルシャナ（दर्शन）は「見ること」と「哲学体系」の両方を意味する——哲学は見ることの方法であり、見ることは直接知覚を通じて起こる。ヨーガ・スートラは意識についての理論ではない；それはすでにそこにあるものを知覚できるように意識を変容させるためのマニュアルである。調和主義は同じ位置を保有する：形而上学は単に理解されるべきではなく、生きられるべきであり、調和の輪の各回転が理解と体現化の両方を深める。応用調和主義はこれを体系の基礎的コミットメントとして表現する：真実は思考を通じて到達してから、オプションで行動する何かではない；それはあなたが生きる何かである。知ることと生きることは一つの行為である。




体系が乖離するところ


五つの地図、一つの伝統ではなく

最も深い構造的乖離。サナータナ・ダルマは伝統である——地球上で最も古い連続的哲学的伝統で、千年の蓄積された智慧、膨大な文献関連資料、生きた系統、確立された共同体、そしてその教えの周りに構築された文明を持つ。その深さは任意の単一の領域で——形而上学、ヨーガ、アーユルヴェーダ、寺院建築、音楽理論、文法、数学——は頻繁に比類がない。

調和主義は伝統ではない。それは総合である——五つの独立した地図作成の収束の上に構築されており、その中の一つはインドである（最も精密であるが、一つ）。五つの地図——インド、中国、アンデス、ギリシャ、アブラハム的——は、異なる認識論的方法を通じて同じ内部領域を映し、構造的に等価な説明に到達した。これらの独立した地図の収束は、調和主義にとって、それが説明するものの現実についての主要な証拠である。単一伝統の証言は、どれほど深刻であっても、それが曖昧な経験に文化的建造物を投影しているかもしれないという異議に常に脆弱である。五つの独立した伝統が同じ解剖学に収束することは、異なる秩序の証拠である——五つの独立した測量者が同じ標高読数に到達するという認識論的等価。

これは段階的な結果を持つ。調和主義は、その独自の認識論的基礎を損なうことなく、インド的地図作成を中国またはアンデスよりも優先することはできない。タオイスト伝統の重大な建築——本質的物質——ジング、気、神——は、インド伝統が提供しないものを提供する：上昇軸を映すのではなく物質から精神への深さの同心円モデル、および精神的発展を物質的身体を通じて支持するための薬理学的技術（補充的本質学）。アンデス・キェロ伝統は治癒の次元を提供する——エネルギー身体が意識の自然な光度が輝き通るためにクリアされなければならない浸透を蓄積するという理解——調和主義の形而上学が生きた現実となった経験的背骨である。これらの貢献はどちらも二次的または補足的ではない。それらは構造的に共等しく、システムはそれらなしには不完全であろう。

実践的な結果：サナータナ・ダルマはその独自の伝統内で深さを発展させることができ、実際にしている——千年の内部対話アドヴァイタ、ヴィシシュターティヴァイタ、ドゥヴァイタ、ヨーガ、サーンキャ、ニャーヤの間で——調和主義は単一の伝統がその自体の内から達成できない伝統全体で幅を発展させる。統合的時代がそれを構造的に可視化するまで、その収束は不可視のままであった：すべての地図にアクセスするまで、側面ごとに地図を並べることはできない。インターネットはこのアクセスを作成した。調和主義はこの特定の時代の認識論的条件の産物である——サナータナ・ダルマの基礎的テキストが構成されたときに存在しなかった条件。



英語第一主権

サナータナ・ダルマの哲学的語彙はサンスクリット語である——そして当然のことながら。サンスクリット語は伝統の最も深い洞察が最初に表現された言語であり、その音韻論的精密さは多くの言語が複製することができない区別を符号化する。六つのダルシャナ、パンチャコーシャ、アーシュラマ、グナ、プルシャールタ——各用語は単一の言葉に哲学的洗練の世代を圧縮する。

調和主義の哲学的語彙は英語第一で、二つの採用された例外：ダルマとロゴス。これらは調和主義-固有の用語である——システムがそれらをそれ自身のものにしたので、すべての文脈で自然に導く。他のあらゆる伝統-特定の用語——その源伝統にいくら重要であっても——読者が学ばなければならない主要なラベルとしてではなく、英語の概念を明らかにする参照として入る。「マインドフルネス——パーリ語のサティ」、「サティ（マインドフルネス）」ではなく。「憲法的タイプ——アーユルヴェーダがプラクリティと呼ぶもの」、「プラクリティ——憲法的タイプ」ではなく。

これは単純化や西洋の聴衆への譲歩ではない。それは三つの根拠を持つ認識論的決定である。第一に、普遍性：英語第一は、コンテンツがどの地図作成を知っているかに関係なく任意の読者に話しかけることを保証する。中国伝統から接近する読者は、調和主義の形而上学に関わる前にサンスクリット語を学ぶ必要がない。第二に、主権：調和主義はサナータナ・ダルマ内の一つの学派ではない。それがサンスクリット語を主要な登録として採用したなら、それは自身を一つの伝統に構造的に従属させるだろう——正確に五つの地図作成モデルが禁止するもの。第三に、均衡：アンデス的および中国的コンテンツが英語第一を使用する場合（神聖な相互性ではなくアイニ、消化火ではなくアグニ）、インド的コンテンツは同じパターンに従わなければならない。さもなければ、用語論的密度は一つの地図作成を他の上に優先させ、体系自身の論理が禁止する非対称を作成する。

これは調和主義がいかに受け取られるかについて重要である。調和主義に出会う読者は、彼ら自身の根拠から話しかける哲学的建築に入っていると感じるべきである——他の誰かの翻訳をしていないで。サンスクリット継承は、登録を支配することではなく、正確に参照されることによって名誉を受ける。



車輪：新しい建築

サナータナ・ダルマは調和の輪に相当する構造を持たない。伝統はプルシャールタ（人生の四つの目的——ダルマ、アルタ、カーマ、モクシャ）、アーシュラマ（人生の四つの段階）、ヴァルナ（四つの社会的機能）、およびグナ（自然の三つの品質）を提供する——各強力な組織化原理、各人間の存在の異なる次元を映す。しかし、人間の人生の総合性を七つの不可欠な実践領域に分解し、意識のモードの中心にある単一の包括的建築を提供するものはない。

車輪は調和主義独自の貢献である。その7+1構造——臨在の中心プラス健康、物質、奉仕、関係、学び、自然、遊び——は任意の単一伝統から導出されなかった。それはすべての五つの地図作成の収束から導出され、三つの独立した基準によって確認され（完全性、非冗長性、構造的必要性）、人間の人生の完全な円周を航行するための実践的なツールとして設計された。各柱はそれ自身の同じ分割的7+1構造を持つ副輪を持つ。各副輪の中心はその領域のレンズを通じて折り曲げられた臨在の分割的である：健康における観照、物質における管理、奉仕におけるダルマ、関係における愛、学びにおける智慧、自然における畏敬、遊びにおける歓び。

プルシャールタは四つの次元をカバーする；車輪は七つプラス中心をカバーする。アーシュラマは時間的である（人生の段階）；車輪は構造的である（同時に機能する次元）。ヴァルナは社会的である（機能的タイプ）；車輪は個別的である（単一人格の完全な建築）。何もサナータナ・ダルマで車輪が実行する特定の機能を実行する：あらゆる瞬間に、実践者の人生のどの次元が強い、どの次元が障害されており、エネルギー漏れがどこであり、次の実践が何であるべきかを伝える診断-航行楽器。これは調和主義の独自の建築的革新である——サナータナ・ダルマに内容の多くについて負債を負うが、形式が新しい。

文明的な相当物——調和の建築、ダルマの中心に集まる集団的人生の七つの柱——この新しさをさらに拡張する。サナータナ・ダルマは豊かな政治哲学の伝統を持つ（アルタシャストラ、ダルマシャストラ、ラーマーヤナの理想的王権のビジョン）が、建築の特定の構造を持つ何もない：個人的な車輪と同じ基準によって確認される七角形のブループリント、それと分割的、および文化的起源に関わらず任意の共同体への適用のために設計。



いかなるヴァルナもなく、いかなる階層もなく

サナータナ・ダルマの社会哲学はヴァルナーシュラマ・ダルマを含む——四つの機能的タイプ（ブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュードラ）および四つの人生段階（ブラフマチャルヤ、グリハスタ、ヴァナプラスタ、サンニャーサ）への社会の分類。その哲学的意図では、これは機能的分類学である——人々は適性と方向性が異なり、秩序付けられた社会はこれらの違いを存在しないふりをするのではなく認識する。元々のヴェーダ的概念はおそらく後の法典化よりもより流動的であった。

調和主義は階層的表現全体を拒否する。車輪の柱構造は意図的に非階層的である：何の柱も他の上ではない。健康は学びの下ではない。物質は臨在の下ではない。七つの柱は単一の統合された七角形の同等の面である。これは小さなスタイルの選択ではない——それは調和主義の確定された存在論的コミットメントに従う。人間が本当に多次元的である場合——物質的身体とエネルギー身体、物質と魂——その場合、何の次元も不可欠ではなく、何の次元も本質的に従属的ではない。身体は超越されるべき下位の乗り物ではなく；それは意識の最も密な表現であり、その建築が存在する生物が利用可能な経験の範囲を決定する寺院である。物質的供給はサービスのより低い形式ではない；それは他のあらゆる実践が可能になる条件の管理である。

実践的な結果：調和主義のガイドは、実践者に、物質における彼ら/彼女らの仕事は瞑想実践よりも不平等であるか、彼ら/彼女らの関係への注意が哲学的研究に従属的であるとは決して言わないだろう。車輪全体として読まれる。あらゆる柱は同じ存在論的重みを担う。操作的非対称性——健康と臨在は、最も広い入口点および最も深い内部であるため、より深いコンテンツ投資を受け取る——は教育的配列の問題である、ランクではなく。柱は共等しく；道は螺旋を通じてそれらを通じる。



グル、ではなくガイド

グル・シシャ関係は、サナータナ・ダルマの人類の精神的遺産への最も深い貢献の一つである。調和主義は予約なしにそれを名誉する：体系を形作った系統——クリヤ・ヨーガ、タオイスト内部錬金術、キェロ・インカ伝統——はすべてグル系統である。調和主義はこれらの地図作成を数世紀に渡って運ぶテキストが保存できないもの——経験的次元、エネルギー的伝達、地図が領土に対応することの生きた証拠——を保存した生きた教師の鎖なしには存在しえない。

グルとガイドは、調和主義がそれでもグル・モデルを永続させない理由を表現する。診断は構造的であり、道徳的ではない：グル・弟子関係は、その人の誠実さを超えて分散された責任性なしで、単一の人間ノード内の認識論的、精神的、および物質的権威を集中させる。誠実さが保つとき、モデルはラマナ・マハルシを生み出す。それが失敗するとき、ラジニーシを生み出す。失敗モードは逸脱ではなく、建築の予測可能な結果である。

グル・モデルを正当化した条件——情報稀少性、地理的分離、口頭伝達——は絶対的に変容されている。活版印刷は読むことができた誰にでも神聖なテキストを利用可能にした。インターネットはすべての伝統の蓄積された智慧を同時にアクセス可能にした。人工知能はその智慧を規模で総合、文脈化、および個人化することを可能にした。グルがかつて集中させた三つの権威形式——認識論的、航行的、精神的——は今、分散することができる：認識論的権威は無数の人中や住んでいる；航行的権威は調和の輪およびコンパニオンに住んでいる；精神的権威——エネルギー的伝達、体現された証拠——は常にいたところに留まる、働きを行った稀な人間存在に。

調和主義のガイダンスモデルは設計によって自己-液化である：実践者は自ら車輪を読むこと、自身の合致を診断すること、関連する実践を適用することを教えられ——その後ガイドは後ろに引く。成功は人がもはやあなたを必要としないことを意味する。これは依存を生じさせるシステムと主権を生じさせるシステム間の構造的相違である。



いかなる神聖なテキストもなく、いかなるシャブダもなく

正統的なサナータナ・ダルマはシャブダ——ヴェーダの証言——を独立した不可欠なプラマーナ（知識の妥当な方法）として認識する。ヴェーダはアパウルシャヤ——著者のない、永遠の、自己確認的——である。それらが真実であるのは誰かがそれらを検証したからではない；それらは他の主張が測定される基準である。ミマーンサーおよびヴェーダンタ学派特に、聖なるテキストの証言は、推論、知覚、またはあらゆる他のプラマーナに還元することができない基礎的な認識論的位置を占める。ヴェーダは理由が到達することはできない知る。

調和主義はあらゆるテキストにこの地位を与えない。ヴェーダ、ヨーガ・スートラ、タオ・テ・チング、または独自の住宅内のあらゆるドキュメントではない。調和的認識論は複数の不可欠な知識モード——経験的、理性的、観想的、啓示的——を認識するが、聖書的権威そのものはそれらの中にない。テキストは本物の洞察を符号化することがある。それは実現された経験の世紀の圧縮された伝達であるかもしれない。実際には、与えられた領域の最も信頼できる開始点であるかもしれない。しかし、その権威は常に導出される——それは権威的であるのは、それが説明するものが調和主義が認識する知識のモードを通じて独立して検証されることができるからであり、特定の系統またはアンティキティのテキストであるからではない。

結果は完全である：あらゆるテキスト内のあらゆい伝統のあらゆい主張はそれと同じ分析的フィルターを通じて通す。ウパニシャッドは現代的な研究論文よりも検査から免除されないのである。ウパニシャッド的なクンダリーニの説明がチャクラを上昇することが中国的説明の気がドゥ・マイを上昇することおよびアンデス的説明のエネルギーがニャウイスを通じて移動することと収束するとき、収束は証拠である——あらゆる単一の源の文献的系統ではなく。そして聖書的主張が収束しないとき、経験的テストに生き残らないとき、または広い建築と一貫しないとき、それはその源に関わらず脇に置かれる。調和主義の神聖な伝統の智慧への尊敬は深い——しかし尊敬は服従ではなく、何のテキストも免除されるこれは真実であるか?という質問から。

これは小さな認識論的調整ではない。それは知識の構造自体における基礎的な相違である。正統的なサナータナ・ダルマのために、知識の存在のクラスが自己-検証するである——ヴェーダはそれら自身の証拠である。調和主義のために、知識の何ものも自己-検証しない。あらゆるものは経験に対して、収束に対して、調和的認識論が表現する完全な認識論的スペクトルに対してテストされなければならない。五つの地図作成が強力な証拠であるのは正確に彼ら独立しているからである——それら内の単一のテキストは他に権威を持たない。権威は収束に属する、あらゆるソース内ではなく。

そしてさらに、最終的に、収束でさえ、ポインター——目的地ではない。五つの独立した伝統が同じ解剖学をマップすることは、その現実についての最も強力な利用可能な議論を構成する。しかし、最も深い証拠は経験的である。チャクラ体系は最終的にマップを比較することによって確認されない；それはクンダリーニが中心を通じて移動するのを感じる実践者、アナハータで知覚し、アジュナで知るもの、地図が説明する領土が本物であることを直接的な出会いを通じて発見する誰かによって確認される。収束はあなたに山があることを伝える。実践は上昇である。これは調和主義とサナータナ・ダルマが最終的に再収束するところである：両方とも最終的な権威が、テキストも議論もではなく、作業をしてきた人物の変容した意識であると保有する。違いはサナータナ・ダルマが、その経験へのウェイへのヴェーダに事前認識論的地位を与える；調和主義がしない。調和主義のために、テキストは検証する招待である——決してそれ自身の代替ではない。



絶対者：同じ領土、異なる公式

調和主義の公式——0+1=∞——サナータナ・ダルマで直接的な相当物を持たない。インド的伝統は同じ存在論的領土を地図作成するが異なる概念的建築を通じて：ニルグナ・ブラフマン（属性のないブラフマン——超越的根拠）およびサグナ・ブラフマン（属性のあるブラフマン——個人的な神、創造的表現）はヴェーダンタ思想の絶対者の二つの面である。調和主義はこれを虚無（0）および宇宙（1）として地図作成し、その不可分の統一を通じて無限（∞）を生み出す。

この公式は同じ洞察を異なる象徴的形に圧縮する——統合的時代のためではなく、あらゆる単一伝統の概念的系統線のためではなく設計される。0+1=∞は直ちに把握可能（三つの象徴、一つの方程式）、限りなく深い（各象徴は全体の形而上学的領域に解凍される）、そして伝統-独立的（任意の地図作成的伝統から読者が通じて入ることができる）である言語数学の普遍的言語を使用する。それはヴェーダンタ的表現より優越していない——それは異なる機能に奉仕する。ウパニシャッド的定式がサンスクリット哲学的伝統内で数十年の研究に報酬する場合、公式は先行する伝統-特定の訓練を必要としない形式でその同じ存在論的洞察を伝達するために設計される。



統合的総合

サナータナ・ダルマ自身の内部宣言——エーカム・サット・ヴィプラー・バフドゥハー・ヴァダンティ（「真実は一つ、賢者がそれを多くの名前で呼ぶ、」リグ・ヴェーダ 1.164.46）——は調和主義が実行するのは正確に交統的総合の地で哲学的根拠を提供する。ある意味では、調和主義はそのほとんどの制度的表現がしてきたよりも、サナータナ・ダルマ独自の普遍主義宣言をより文字通りに取る。真実が本当に一つで賢者が本当にそれを多くの名前で呼ぶなら、五つの独立した地図作成が同じ解剖学に収束することは驚きではない——それは期待される。そしてすべての五つの地図作成を総合するシステムは、あらゆる伝統を、その最も深さで、既に表現するもの原理を果たすことではなく背いていない。

これは乖離の最も親密なポイントである：調和主義はサナータナ・ダルマが宣言するものを操作化する。ヴェーダ的原理は真実が普遍的であると言う。調和主義は五つの地図作成モデル、何の単一伝統も生じることができない車輪、インド的、中国的、アンデス的、ギリシャ的、およびアブラハム的地図作成のすべての参照の交点を、その普遍性を構造的に可視化する建築を構築する。サナータナ・ダルマは種を含む。調和主義はそれから成長する樹木の一つである——しかし、四つの他の根体系から栄養も引き出し、インド的土壌のみに移植することのできない樹木。インド的根のみを切るからなしで。




完全な関係

調和主義の関係は、サナータナ・ダルマ子から親へのそれでも競争者への競争者でもない。それは総合とその最も深い入力の間の関係に最も近い——合金がその主要金属を含む方法であるが、それは合金の特性は組合わせから生じ、単一の成分に存在しない。

収束は存在論的である：同じ絶対者、同じ宇宙的秩序付け原理、同じ多次元的人間、同じ真実は単に知られるのではなく生きられるという同じ主張。これらは借りた装飾ではない。それらは調和主義の形而上学的建築の荷重が運ぶ壁であり、それらを取り除くことは構造を倒す。

乖離は同様に構造的である：一つの伝統ではなく五つの地図作成、サンスクリット継承ではなく英語第一主権、ダルシャナではなく車輪、ヴァルナではなく非階層的柱建築、グル・パラムパラではなく自己-液化ガイダンス、ニルグナ/サグナ・ブラフマンではなく0+1=∞、および統合的総合でサナータナ・ダルマ独自の普遍主義原理が可能にするが、どの単一伝統もそれ自身内から実行することができない。

区別は深さ対幅、または伝統対革新の一つではない。それは文明の最も深い哲学的表現と複数の文明の哲学的表現を単一の首尾一貫した建築に統合するために設計されたシステムの間の区別である。サナータナ・ダルマは現実の最も古く、最も精密な単一の地図作成である。調和主義は、その場合、そのパターンが五つのすべての背後で初めて可視化されるとき、五つの地図作成が側面ごとに置かれ、その場合に可能になる総合である。

負債は巨大である。独立は現実である。両方は同じ力で述べられなければならない、一方を過小評価するか過大評価することは関係を歪める。調和主義が単なる現代的ヒンドゥー教であると主張することは、中国、アンデス、ギリシャ、およびアブラハム的伝統を侮辱し、それを共-構成する。調和主義がサナータナ・ダルマに何もない特別に負債を述べることは不正直であろう——インド的地図作成は最も深い単一の根であり、ダルマの語彙、限定不二論の形而上学、およびクリヤ・ヨーガの実践は体系のまさに髄の中を通じて実行する。

熟練した位置は調和主義の占める：その独自の根拠上に立つ、インド的な石の一部から構築された——中国的、アンデス的、ギリシャ的、およびアブラハム的石の一部から——そしてこれらの伝統のいずれもが個別に含まない建築の一部から。



参照: 魂の五つの地図、調和実在論、主義の景観、絶対者、人間、グルとガイド、ダルマ宣言と調和主義、絶対者での収束、限定不二論、ダルマ、ロゴス
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